
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

■司 会 ／ 中野 強 ＳＡＡ    ■ロータリーソング ／ それでこそロータリー 

■ゲスト ／ D2630 RI 鈴鹿亀山 Gr. アシスタントガバナー 河田勝正 様 

■会長挨拶 ／ 大泉博典 会長 

目の前の一日をたいせつにしましょう、というお話をお聞きください。 

その昔、お茶人さんが和尚を茶室へ招待したが、約束の時間を大幅に過ぎても来訪が無

いため「もし和尚が来られたら改めて後日お越し願うように」と留守居の人に言い置い

て次の約束のために外出しました。入れ替わりにやって来られた和尚は留守としり一筆

書いて帰ったそうです。「懈怠
け た い

比丘
の び く

不 期
みようにを

明日
き ず

」一筆書いて帰ったそうです。その意味は

「怠け坊主の私には、明日など約束できません」人との出会いは「一期一会」だという

ことです。 

その出会いが次にあったとしてももうそれはまた違う出会いになり、もしわざと遅れら

れたとするならば現代のスケジュール感覚からすると、和尚の遅刻は嫌味のようにも受

け取れますが、当日に人を案内して迎えるならばやはりその人と共にその一日を分かち

合う心持ちが必要ということです。「またいつか」と先のばしにしない事だと思います。 

 

■委員会報告 ／ 親睦活動 担当 

   １１月度会員・夫人誕生日、結婚記念日 

   会員誕生日：平野泰治、長岡忠明、遠藤龍夫 

   結婚記念日：磯部定行・喜代美 

大泉博典・登志美 

谷田義弘・由美子 

    

■出席報告 

２週間前の補正後出席率 1２名中  10 名   83.33% 

 

第１２７９回 例会報告（2017 年 11 月 16 日） 

ガバナー補佐訪問例会 

会長、幹事 

例 会 日 会員数 出席者 欠席者 出 席 率 

11 月 16 日                   12 名 9 名 3 名 75.00％ 



■ニコボックス  

国際ロータリー 第 2630 地区 

  河田勝正……第３回ガバナー補佐クラブ訪問です。宜しく御願い申し上げます。 

 ホームクラブ 

  大泉博典……河田ガバナー補佐様本日はよろしくお願いします。 

  磯部弘生……河田ＡＧ、お世話になります。本日はよろしくお願いします。 

  宮崎弘夫……河田ＡＧ、本日は御指導の程よろしくお願いいたします。 

  遠藤龍夫……河田ＡＧ、本日はよろしくお願いします。 

  川岸憲博……河田ＡＧ、本日はよろしくお願いします。 

  中村 悟……３回目のガバナー補佐クラブ訪問例会、よろしくご指導願います。 

 

■ 例会  ／ 河田ガバナー補佐 訪問例会 

ロータリーにおける職業奉仕概念に関する一考察 

―その意義と限界、現代的課題について― 

はじめに 

ロータリーは今や創立以来大改革、大転換期を迎えて

いる。その最大要因は、2016年 4月規定審議会制定案、

(1)定款・細則の改正等に伴い(2)クラブの自主性、換

言すればクラブ運営はクラブの主体性に委ねられる案、更にその制定案の終着駅は(3)会

員維持増強案で明確にされました。結果、ロータリーに課せられた諸問題に対し、「問題

意識」と解決策を確立であると思います。 

一、問題提起 

現在の RIの職業奉仕観と日本の伝統的職業奉仕理論は大きくかけ離れているように、多

くの部門の中で問題視されています。それは規定審議会 07-329に端を発し、2016年の規

定審議会の制定案にみられるように今ロータリーは大変革を迎えているます。 

二、史的考察（略） 

三、個別的具体的展開 

ここでロータリーの現代的課題である規定審議会制定案に依る大改革は、日本の伝統的

職業奉仕論の「排除」的意味を有する処から、従来型の理論とは如何なるものか、を追

求・分析し、次いで「RIの職業奉仕観」について考えましょう。一言で述べれば、日本

のロータリーの基本は「自己の職業を通じて地域社会へ奉仕」するところにある。一方

RIの根幹は単なる「社会的人道奉仕団体、寄付団体」に移行しつつあります。よって RI

は手続要覧、ロータリー章典に記載あるように指定の(標準)定款・細則の趣旨を大きく

外すと、そのクラブは RCとして認めない(認証しない)とあります。 

四、現代的課題 

会員資格条件に関する①規定審議会 2007 年 07-329と②規定審議会 2016年の違い 

おわりに 

 ロータリーの 112年の歴史認識はどのような方向が正しいのでしょうか。ロータリー創

始者 ポール ハリスいわく「ロータリーとは人生哲学である」とあります。故に「問題

意識」の明確化と、ロータリーの原点に戻り自分なりの自主性、主体性をもったロータ

リー理論の「再構築」が大いに必要となるのではないでしょうか。 

   究極の一言 「Rotary with Philosophy of Human Love!」 


